「すごい、すごいよみんな。でも、どうやってやっつけたの〓」
ぼくはトンズラさんたちに飛びついて、言った。
「なーに。背中のスイッチを切っただけサ!」
「なるほどー!その手があったんですね〓」ジェフが感心してうなずく。
「さあ、ネス。隣の部屋に踏みこもうゼ。おっと、その前にオレはちょっとトイレだ!」
オレも」「ワテも」「オイラも!」「ワシも!」
しかし、みんなを待ちきれないぼくとジェフは、モノトリーの部屋へ突入!83へ
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「実は、ぜひこれを王子さまに差しあげたくて……」
じいさまは、家に入ると小さなたまて箱を取り出し俺にくれた。開けてみると、中には王
家の文様が描かれたバンダナが入っていた。俺はさっそくそれを巻いてみた。
「おお、お似合いですぞ。それには、御身を守る力があります。どうぞ、お気を付けて!」
俺はじいさまにお礼をいうと、彼の家を出た。そして……。
〓『王者のバンダナ』を入手した。アイテムリストにチェックして
●無の場所へ…167ヘ●村を歩く126
●無の場所へ…167ヘ●村を歩く126

